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1．序論 

 台風の進路は周囲の大気場の影響を受けて決
定される．日本付近の台風は，太平洋高気圧の縁
を沿って時計回りに進むことが多い．しかし中に
は他の気象要素の影響で複雑な動きをする台風
もある． 
 2018 年台風 12 号は進路を北東向きから徐々に
西向きに変え，2018 年 7 月 28 日 16UTC頃に三重
県伊勢市付近に上陸した．この台風は紀伊半島に
東から上陸し，西日本を西向きに進むという特徴
を持つ，前例の無い進路の台風であった．台風自
身は北西に向かう流れを持つが，その効果は非常
に弱い（Chan and Wiliams,1987）[1]ため，この台
風は周囲の大気場の影響を大きく受けたと考え
られる．気象庁の報道発表では，日本の南に南下
してきた寒冷渦（図 1）の影響を受け台風が特異
な進路をとったとされた[2]．寒冷渦とは上空に寒
気を伴った低気圧であるが，地上の天気図には表
れないことが多い．今回の事例では，300~200hPa 
面に明瞭な低温・低圧部が見られた．台風はこの
寒冷渦の周りを反時計周りに回るように進んだ
（図 1，2）． 
台風発生直後は東日本に上陸後日本海に進む

と予想されたが，上陸前は実際には予想より大き
く東に回り，日本海に進むことなく西から南へと
進路を変えた．2018 年の数個の台風の予測精度に
関する研究では，台風 12号の進路・強度の予測精
度は低かったと述べられている(Lei et al. 2019)[3]． 
また，台風が複雑な進路を取る原因の 1つとし

て，藤原の効果がある．藤原の効果は，2 つ以上
の熱帯低気圧が相互に影響し合う現象であるこ
とが知られている．寒冷渦も低気圧性の渦である
ため，今回の事例では台風が寒冷渦の影響を受け
ただけでなく，台風が寒冷渦に及ぼす影響も大き
かったのではないかと考えた． 
以上より，本研究では台風 12 号が前例の無い

進路をとった要因を寒冷渦との相互作用に着目
して考察することを目的とする． 

 
図 1 2018 年 7 月 28 日 00 時(UTC)の天気図．実線が海

面更正気圧(hPa)，陰影が 300hPa 面のジオポテンシャル高

度(m)．紀伊半島の南にある上空の低圧部が寒冷渦である． 

2．使用データ・解析手法 

 本研究では，領域気象モデル WRFv3.4.1
（Weather Research and Forecasting）を用いて 2 種
類の実験を行った． 
一方は 1 つの領域 D01（図 2）のみを設定した

モデルで，Normal とする．もう一方は 2つの領域
D01，D02（図 2）を設定したモデルで，Two way
とした．Two way では D01 の計算値を D02 の境
界値に用いて D02 が計算され，さらに D02 の計
算値を用いて D01が再計算される．D02は台風を
追従し（Moving Nest），それぞれの領域の計算間
隔は D01 で 25km，D02 で 5km に設定した．D02
の計算間隔を細かくしているため，Two way では
台風の領域を精度よく計算でき，Normalより正確
に台風を再現できると考えられる．また Two way
の D01 には，精度良く計算された台風の結果が反
映されている．以上の 2 種類の実験結果を比較す
ることで，台風が周囲に与えた影響を見る．  
両実験ともに初期値・境界値には大気場データ

として気象庁 GSM（Global Spectral Model)，海面
水温データとして RTGSST（Gemmill et al. 2007）
[4]を用いて，2018年 7月 26 日 00UTCから 8 月 1
日 00UTC まで計算を行った．実験の再現性の確
認のため，実際の台風の進路は気象庁のベストト
ラックデータ[5]を使用した． 
本研究ではまず，台風が寒冷渦へもたらした影

響を考察する．Normalと台風を精度よく計算した
Two wayで寒冷渦にどのような違いが表れるかを
比較した．その違いを見ることで台風が寒冷渦へ
どう影響したかが分かる．次に両モデルで寒冷渦
が台風上空にどのような大気の流れを作ったか
を比較し，寒冷渦が台風に与えた影響を考察した． 

 

図 2 台風経路．黒線：ベストトラック，赤線：Normal，

青線：Two way．経路の図では 7 月 26 日 00時(UTC)以降

24時間ごとに点を付けてある．D01（20.3-44.9°N，120.2-

149.8°E，水平格子間隔 25km）．D02（20.7-28.0°N，133.3-

141.3°E，水平格子間隔 5km） 

3．結果・考察 

（ⅰ）再現性の確認 
まず，モデルの再現性の確認をする．台風の進



路（図 2）は 7 月 28 日 00UTCまで，強度（図略）
は 7 月 29 日 00UTC までそれぞれ再現性は Two 
way の方が高かった．寒冷渦については，進路の
モデル間の差は小さいが，強度は Two wayの方が
精度よく再現していることが確認できた．ここで
は寒冷渦の強度の確認として 300hPa 面のジオポ
テンシャル高度を比較している．以上より，今回
の実験では Two wayを現実場として，台風の進路
の再現性が高かった 7月 28日 00UTCまでを解析
対象とする． 
（ⅱ）台風が寒冷渦に及ぼす影響 

Normal では Two way と比較して台風の勢力を
過小評価した．また，それととともに，Normalの
寒冷渦は Two way より早く衰弱した．このことか
ら台風の発達が寒冷渦の勢力維持に影響する可
能性が示唆された． 
（ⅲ）寒冷渦が台風に及ぼす影響 

Two way では Normal と比較して台風の影響に
よって寒冷渦が現実に近い強度を保っていた．
Two way から Normal の結果を引くことで，強い
寒冷渦が台風の進路にもたらす影響を検討した．
寒冷渦による風の影響を見るためにモデルの出
力結果から，1.5°間隔にスムージングした風向と
風速の値を考察した．中心の低圧部が寒冷渦でそ
の東に台風が存在する（図 3）．Two wayの台風が
存在する付近では Normal と比較して寒冷渦の外
側に向かう成分の風が吹いていたことが分かる
（図 3）．寒冷渦の強度が台風の進路に影響を及ぼ
すことが示唆された． 

図 3 7月 28日 00 時（UTC）の Two wayにおける 300hPa

面のジオポテンシャル高度（ｍ）と Two way－Normal の

500hPa面の風（m/s）．風向風速はスムージングしてある． 

（ⅳ）台風の発達が寒冷渦の強度を維持 
 Normal の寒冷渦の衰弱は 7 月 27 日 18UTC か
ら 7 月 28 日 00UTC にかけて特に顕著に見られ
た．7 月 28 日 00UTC時点で，Normal の寒冷渦中
心のすぐ東に上昇流が生じていたことが分かっ
た(図略)．この位置の上昇流は Two wayや再解析
には見られない．そこで，Normal で上昇流が生じ
た東経 135.3°において北緯 28~32°の鉛直断面
を比較した(図 4)．図より，Normal では上昇流の
上端で雲が発生していること，300~200hPa面で潜
熱加熱が強いことが確認できる．以上より，雲が
形成される過程で生じた潜熱加熱によって
Normal の寒冷渦が衰弱したと考えられる．次に寒
冷渦の位置の鉛直流形成の要因を考察するため
に，両モデルの台風と寒冷渦付近の収束・発散を

比較した．Normal の台風は，下層の収束と上層の
発散が Two wayの台風よりも不明瞭であった．ま
た，Two wayでは寒冷渦の上空での収束と下層で
の発散が弱いながらも確認できたが，Normal では
確認できなかった．以上より台風が発達すること
によって，下層では寒冷渦から台風に，上層では
台風から寒冷渦に向かう成分を持つ大気の流れ
が形成されることが示唆された．すなわち，
Normal では台風の発達が弱かったため，上記のよ
うな寒冷渦付近での上昇流を抑制する流れが形
成されず潜熱加熱があったと考えられる． 

図 4 黒線が鉛直流(m/s)，緑線が雲比率，色が潜熱加熱(×

𝟏𝟎−𝟒K/s)を表す．左が Normal，右が Two way． 

4．まとめ 

Two way と Normal の二つの実験を行い比較す
ることで，台風が寒冷渦に影響を及ぼし，台風の
影響を受けた寒冷渦が台風に影響を及ぼす可能
性について議論することができた．台風が発達す
ることにより寒冷渦も強度を保ったまま移動す
ることを示唆する結果が得られた．また，寒冷渦
が強度を保って移動することにより，そうでない
場合に比べて台風を大きく反時計回りに動かす
風の流れを作っていたことが分かった． 
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